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人口(人口の推移）02

●年齢別の人口構成割合の見込は以下の通り
（年少人口15歳未満、生産年齢人口15歳～64歳、老年人口65歳以上）

●2050年は、少子高齢化が一層進む見込みの中、労働力不足や消費の縮小が

想定され、ビジネスモデルの再構築が必要

年少人口 生産年齢人口 老年人口 人口

2020年（実績） 約１３％ 約６０％ 約２７％ 463,254人

2050年（見込） 約１０％ 約５４％ 約３６％ 404,449人



人口(増減の要因）03

●近年は自然減の加速化が進む一方で、社会増の兆候

が見られる（自然➡出生・死亡／社会➡転入・転出）

●大学進学時等のタイミングで大きく流入後、就職や

転職等のタイミングでの流出が目立つ傾向。



産業構造(事業所数）04

●事業者数で最も多いのが「卸売業・小売業」の6,356事業所（25.3％）
次は「宿泊業、飲食サービス業」の3,062事業所（12.2％）
次は「建設業」2,237事業所（8.9％）と続く

●総事業所数は、2021年現在で25,111事業所となり、2012年比で5.1％減



産業構造(従業員数）05

●従業員数で最も多いのが「卸売業・小売業」の55,848人（21.4％）
次は「医療、福祉」の35,658人（13.7％）
次は「＊サービス業（他に分類されないもの）」27,750人（10.6％）と続く

＊廃棄物処理業、自動車整備業、職業紹介・労働者派遣業、その他サービス業等

●総従業者数は、2021年現在で260,961人（2012年比で5％増）



産業構造(地域内産業の構成割合）06

●金沢市の3次産業の割合は76.9％であり、全国（58.9％）や
石川県（56.1％）と比べても高い

●一方で、2次産業の割合は22.7％で、全国（39.9％）や
石川県（43.0％）と比べて低い

※生産額ベースの割合
※1次産業：農業、林業、漁業
※2次産業：製造業、建設業、

工業 等
※3次産業：商業、金融業、

医療・福祉・教育等
のサービス業
外食産業、
情報通信産業 等



産業構造(小売業・卸売業）07

●2021年の年間商品販売額は2兆4,445億円で、2016年と
比較すると8.3％減

●2021年の事業所数は小売業3,365事業所、卸売業1,928事業所
であり、2007年と比較すると、小売業は29.7％減、卸売業は
17.4％減
※事業数は、経済センサス活動調査と商業統計調査の集計範囲の違い等から、単純に調査年間の比較は行えませんが傾向としてお示しします。



産業構造(製造業）08

●製造品出荷額等の推移では、2015年の4,583億円から
2020年の4,940億円に7.8％増

●事業所数の推移では、事業所数が多い①食料品製造業
②金属製品製造業ともに、直近では減少傾向である



雇用(求人情報数・一人当たり賃金）09

●金沢市の求人情報数は、2023年3月時点では、前年同月比

22.5%増加だったが、2024年3月時点では、前年同月比

5％減少している

●石川県の一人当たり賃金は、2023年では432万円で、全国平均

の473万円と比べて低く、全国順位は25位となっている


